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評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
人権教育の推進 【学校目標】 ① 教職員による「さん付け呼名」の共通 ① 「さん付け呼名」の共通理解を図る場 （評定）Ａ 「さん付け呼名」は，学 ○ 「さん付け呼名」の

生徒一人一人の人権を尊重した 理解といじめに関するアンケート調査の を３回設けるとともに，各学期末にいじ （所見） 校創立当初からの取組と聞 さらなる徹底を通し
教育を徹底するとともに，自他を 実施（各年間２回以上） めに関するアンケート調査を実施した。 個々の生徒の障がい いているが，現在も続いて て，互いを尊重し認め
大切にする態度の育成及びいじめ ② 南部ブロック生徒部会や「中・高生に ② 南部ブロックや県全体の生徒部会に毎 特性を理解し支援する いるのは大変素晴らしい。 合う生徒の意識を高
などの人権侵害を許さない人権感 よる人権交流事業」への参加人数 回参加し（１０回），１２月の人権交流 ことを通して，一人一 ぜひ今後も継続して取り組 め，将来の社会的自立
覚を育む。 （２０人以上） 集会も合わせて延べ２５人が参加した。 人の人権を尊重した教 んで欲しい。 に結びつけていきた

③ 人権教育研修会と人権コンサートの実 ③ 人権教育研修会を２回，人権コンサー 育活動が実践できた。 い。
① 生徒がお互いの人権や個性を 施（各１回以上） トを１回実施した。 前期には，いじめの早 「中・高生による人権交
認め合えるような環境を整える 活動計画 活動計画の実施状況 期発見や防止を目標に 流事業」の事務局を今年度 ○ 校内では， PTA 総
とともに，いじめの早期発見・ ① 教職員による「さん付け呼名」を研修 ① 新規赴任者への研修の中で，「さん付 研修・啓発を実施し 担当して，南部ブロックで 会や人権コンサーﾄで
早期対応に努める。 や会議で周知徹底させて共通理解を図る。 け呼名」の趣旨を説明するとともに，職 た。 近隣の中学校や高等学校の の啓発活動や，保護者

〔生徒指導・人権課〕 いじめに関するアンケート調査を実施し， 員会議等で共通理解を図った。 また，いじめのアン 生徒とワークショップ等を や教職員対象の人権教
いじめの早期発見と教職員への相談を促 記名式のアンケートや担任による聞き ケート結果を教職員間 一緒に行ったり，１２月に 育研修会での個別人権

② 生徒人権委員会活動や「中高 す。 取りにより，いじめの実態を把握し，早 で共有し，生徒の人間 教育会館で行った人権交流 課題への研修の充実を
生による人権交流事業」への参 期に対応することができた。 関係を把握することに 集会では，県内の中・高校 図り，地域では，地元
加を通して，人権意識の高い生 ② 人権委員会活動の一環として南部ブロ ② 「中・高生による人権交流事業」に参 より，いじめを生まな 生徒と班別に分かれて意見 小松島市での人権推進
徒の育成に務める。 ック生徒部会や「中・高生による人権交 加し，「いじめ」をテーマにした分科会 い生徒指導を展開する 交換したりと，積極的に学 活動への参加等を通し

〔生徒指導・人権課〕 流事業」に参加し，他校生と交流を深め で，他校生と意見交換することにより交 ことができた。 校外での人権学習に取り組 て，家庭と学校が一体
るとともに，交流活動の様子を文化祭の 流を深めた。また，文化祭で活動の様子 人権委員の「中・高 んでいる。今後さらに参加 となった人権教育が推

③ 学校と家庭が一体となった人 表現の部で発表する。 をスライドを使って発表することにより 生による人権交流事 者を増やして交流を深めて 進できるように努め
権教育を推進する。 全校生徒へ啓発することができた。 業」への参加によって， 欲しい。 る。

〔生徒指導・人権課〕③ 保護者・教職員を対象とした研修会や ③ 前期の研修テーマを「いじめ防止」と 互いの個性を尊重し認
生徒・保護者・教職員を対象とした人権 設定して，研修と人権コンサートを実施 め合い，いじめを許さ
コンサートを実施する。 した。後期の研修テーマは，「発達障が ない意識が高まり，生

いのある生徒への性教育」として講演会 徒への啓発となった。
を実施した。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
個別の指導計画 【学校目標】 ① 担任や教科担任が中心となり，ケース ① 目標設定と評価のためのケース会議を，（評定）Ａ 「市町村で立てている支 ○ 各学部からあがった
の効果的な活用 生徒及び保護者の教育的ニーズ 会議等を開催し，指導目標及び支援の方 前期と後期にそれぞれ２回開催し，教職 （所見） 援計画」が中学校から引き 目標を達成できるよう

に応じた「個別の指導計画」を作 策や評価等について教職員の共通理解を 員の共通理解を図ることができた。 ケース会議の調整等 継がれていると思うが，学 に，時間割編制を工夫
成し実践することで，きめ細かい 図る。（各学期ごと） では，教務・研究の両 校での活用方法を工夫する する。
指導及び支援を組織的に推進す ② 商業・情報部はケース会議を１回以上 ② 商業・情報部は２ケースについて，ケ 課で連携を図りながら とともに，卒業後も支援を
る。 開催して，部内で結果を情報共有する。 ース会議を２回開催して，担任間や部内 取り組むことができ 引き継いでいくためには， ○ チェックリストの活

生産・流通部は，各クラス毎に情報共有 でチェックリストの結果をもとに，生徒 た。また，チェックリ 就業・生活支援センターや 用方法を工夫し，生徒
① 「個別の指導計画」を作成し する。 の目標や指導方法等について話し合いを ストを活用することで 就労移行支援事業所のみな が主体的に自分の課題
通知表と連動させる。 行った。生産・流通部は，各クラスの担 より具体的な目標設定 らず，就労先にも理解啓発 を発見できる機会を設

〔教務課〕 任間でチェックリストの結果をもとに生 が行え，就業体験等へ を促していくことが必要に 定したい。
徒の指導目標等について話し合いを行っ の指導に生かすことが なってくると思われる。

② 「就労に関する自分発見チェ た。 できた。 ○ 新入生の引継ぎにつ
ックリスト」を全クラスで実施 活動計画 活動計画の実施状況 全校で計画的に運用 生徒と教員の間でチェッ いては，今年度まで，
し，活用する。 〔研究課〕① 入学時に提出された「個別の教育支援 ① 「個別の教育支援計画」の教育的ニー できるように，スケジ クリストの結果に差がある ４月に入って新担任が

計画」をもとに，一人一人の教育的ニー ズを，「個別の指導計画」の指導目標や ュール提示や研修支援 場合には，そこを課題とし 決定した後，中学校へ
ズを把握したうえで，「個別の指導計画」 支援の方策に反映するとともに，通知表 を行った。 て本人にも説明する機会を 出向いていき，旧担任
を作成し，通知表と連動させる。 として配付した。 設けて指導に生かして欲し と引継ぎをしていたが

② チェックリストで課題となった項目を，② 商業・情報部の２・３年生は，昨年度 い。 異動等もあるため，次
「個別の指導計画」の優先目標として位 実施した結果を今年度の年間目標に反映 年度からは３月中に中
置づけることにより，年間目標等に反映 させることができた。商業・情報部の１ 学校の旧担任が本校に
させる。 年生と生産・流通部の生徒は，今年度の 来て，引継ぎを行うこ

前期にチェックリストを実施し後期の目 とにした。
標に反映させることができた。



評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
キャリア教育の 【学校目標】 ① 就業体験２回以上。進路説明会１回（１ ① １年生は校内実習と現場実習の２回， （評定）Ａ ひのみね総合療育センタ ○ 生徒の就労への意識
充実 生徒個々の資質や適性に応じ， 年生の保護者対象）。拡大進路相談（２ ２・３年生は個別に必要に応じた就業体 （所見） ーで卒業生を２名受け入れ を高めるために，卒業

職業能力や意欲等を高める指導を 年生の生徒と保護者対象）を個別に実施。 験を実施した。進路説明会を１２月に， 今年度より，各学年 ているが，よく働いてくれ 生を講師に招いて体験
系統的・組織的に実施し，社会的 ２年生対象の個別の拡大進路相談を１月 に進路指導担当者を置 ている。 談を聞く機会等を計画
・職業的自立に結びつける指導を ～２月にかけて実施した。 いたことにより，各学 的に実施したい。
推進する。 ② 全ての卒業生の進路先を訪問。 ② 卒業学年の進路担当者が中心となって，年の実態（生徒・保護 拡大進路相談に保護者と

平成２７年度卒業生の離職者数０人。 全ての卒業生の進路先を訪問するととも 者・担任のニーズ）に して参加してみて，就業・ ○ 個別の進路指導の方
① 生徒一人一人の適性や能力 に，関係機関と連携協力して離職を未然 応じた就業体験・進路 支援センター等から思って 向性については，HR
に応じた就業体験を実施する に防いだ。 学習・進路相談の計画 いた以上に手厚く支援が受 担任と各学年の担当者
とともに，生徒・保護者，関 ③ とくしま特別支援学校技能検定におい ③ とくしま特別支援学校技能検定におい と実施ができた。 けられるということが分か がより綿密に共通理解
係機関等と共通理解を図り， て，上位級（３級）取得者８０％以上。 て，９３％の生徒が上位級（３級）を取 卒業生のアフターケ った。子ども自身も自分で を図っていく。
最適な進路選択ができる。 得した。 アについても，前年度 考え，自分の言葉で進路に

〔進路指導課〕 活動計画 活動計画の実施状況 卒業学年の課員が担当 ついて話すことができ，明 ○ 今後も離職者をなく
① 進路指導課が中心となって，ＨＲ担任 ① 生徒の適性や本人・保護者のニーズに することで，よりきめ 確な方向性を得る良い機会 すためには，卒業後す

② 卒業生へのアフターケアを実 や保護者，事業所等と綿密に連携して就 合わせた就業体験を実施することができ 細かなフォローを行う となった。 ぐの進路先（一般・福
施することにより，進路先での 業体験を計画・実施するとともに，生徒 た。また，１年生は保護者対象の進路説 ことができた。 祉就労）について，本
定着を図る。 や保護者のニーズに応じた，進路に関す 明会，２年生は関係機関と連携して個別 関係機関との連携に 人や保護者の意見を尊

〔進路指導課〕 る相談会を実施する。 に拡大進路相談を実施した。 ついては，在学中から 重しつつ数年後の生活
② 定期的に卒業生の進路先を訪問すると ② 関係機関と連携し，全ての卒業生の進 卒業後への支援の移行 を想定したアドバイス

③ 各種検定において資格取得に ともに，必要に応じて関係機関を交えた 路先を訪問するとともに，新たな課題が について，役割分担を を行うとともに，継続
向けた取組の充実を図る。 ケース会議を実施する。 出てきた場合には，その都度ケース会議 明確にすることができ 的なアフターケアを行

〔研究課〕 を開催し，離職を未然に防いだ。 た。 っていく。
③ とくしま特別支援学校技能検定の４部 ③ 生産サービス科・流通システム科の生 生徒は上位級を取得
門８種目に生産サービス科と流通システ 徒を中心に，全ての種目に参加した。 するとともに，専門技 ○ 流通システム科の生
ム科の生徒が参加して授業の成果を発揮 商業ビジネス科や情報デザイン科の生徒 能を身につけたこと 徒の受検種目が多く，
する。 も，進路先の業種に合わせて希望者が検 で，就労に対する意欲 生徒の過重な負担にな

定に参加することができた。 や自信も身につけるこ らないように調整して
とができた。 いく。

【学校目標】 評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
センター的機能 専門性の向上に努め，高等学校 ① 外部依頼の教育相談件数５０件，研修 ① 外部依頼の教育相談は４３件で，研修 （評定）Ａ 日頃より，学校の駐車場 ○ 引き続き中学校・高
の充実 及び幼稚園，小・中学校に在籍す 会等への支援回数１０件以上。 会等への講師依頼が１２件あった。本校 （所見） や研修室を活用させていた 等学校に対する相談支

る発達障がい児に対し積極的な助 全国情緒障害教育研究協議会への参加者 が事務局で開催した全国情緒障害教育研 県内の学校に出向い だいたり，夏季休業中にハ 援や研修支援を実施す
言及び支援を推進するとともに， ５００人以上。 究協議会へは，県内から５８１人，県外 て教育相談や研修を行 ナミズキの就業支援事業に ることにより，一般校
保護者・地域・関係機関と密接に から１０５人の申込みがあった。 ったり，公開研修会を 全面的に協力していただき に在籍する発達障がい
連携し信頼される学校づくりに努 ② ゾーン関連の行事（乳児院祭りやひの ② 乳児院祭りやひのみね祭に生徒や教職 実施したりすることで 感謝している。ただ，相談 のある生徒の理解や支
める。 みね祭等）への生徒と教職員の参加。 員がボランティアとして参加した。 センター的機能を果た 者が学校の駐車場を使用す 援について啓発に努め

③ 行事毎のホームページ更新数１３０回 ③ ホームページ更新数は１月３１日現在 すことができた。 る場合，障がい特性からこ る。
① 県内の学校等に対して，障が 以上と学校案内パンフレットの作成。 で１２９回であった。また，学校案内パ 毎年，年間２回開催 だわりがあってすぐには変
いの理解や教育的支援に関する ンフレットを６月末までに作成して，７ している徳島県発達障 更ができない場合があるの ○ 年間２回開催してい
情報提供等を行い，センター的 月の受検生対象学校見学会で活用した。 がい教育研究会を全情 で了承して欲しい。 る徳島県発達障がい教
機能を果たす。 ④ 事業所見学会への参加者２０人以上， ④ 事業所見学会（３ヵ所）へ３０人が参 研大会と同時開催とす 育研究会の内容を見直

〔研究課・総合支援課〕 PTA 通信の発行を年間３回以上，保護者 加した。また，PTA 通信を年間３回，保 ることで，県内外の多 乳児院祭りやひのみね祭 し，高等学校等での実
と生徒が一緒に活動する会を年間３回以 護者と生徒が一緒に活動する会を年間３ くの参加者に発達障が では，毎年生徒や先生方に 践に繋がるように改善

② ハナミズキゾーン内の関係機 上実施。 回以上実施することができた。 い者への理解や支援に お手伝いしていただき助か を図りたい。
関との連携を深め情報共有す 活動計画 活動計画の実施状況 ついて，広く発信する っている。今後も継続して
る。 〔管理職，特別活動〕① 長期休業中に公開研修会を実施すると ① 冬季休業中に１講座の公開研修会を開 ことができた。 お願いしたい。 ○ 卒業後の就労に向け

ともに，学校等からの要請を受けて，教 催した。また，地域の学校からの要請を 乳児院まつりに９名 て，保護者の理解と協
③ 信頼される学校づくりのた 育相談や研修会等への支援を行う。本校 受け，巡回相談員が中心となり，年間を ハロみね祭に１２名の 力を得るために，来年
め，積極的な情報発信を推進す が事務局となり，全国情緒障害教育研究 通して相談活動等を実施した。全国情緒 生徒がボランティアと 度も事業所見学を３回
る。 〔情報課〕 協議会を８月に開催する。 障害教育研究協議会を８月２５日・２６ して参加し，活動を通 以上実施する。また，

日の２日間実施することができた。 して地域の方とふれ合 保護者間の連携を深め
④ 保護者との連携協力を推進す ② ハナミズキゾーンの連携会議に教頭が ② ハナミズキゾーン連携会議に教頭２人 い，責任を持って取り るため，月１回の茶話
る。 〔総務・環境課〕 毎月出席する。ゾーン関連の行事等へ教 が毎月出席して施設間で情報共有すると 組み，達成感や成就感 会を継続するととも

職員が生徒と一緒にボランティアとして ともに，各施設のお祭りに生徒と教職員 を味わうことができ に，卒業生の保護者に
参加する。 がボランティアとして参加することによ た。 も講師として参加して

り，連携協力できた。 いただく。



③ 各課や教科担任等が，積極的にホーム ③ 各課や教科担任等が，行事や授業の様 ホームページや新し みなと高等学園の教育は ○ PTA の全国大会や
ページを通じて情報発信できるように， 子を時機を逃さず掲載することで，頻繁 く作成した学校案内パ 一歩先を行っている。事業 中四国大会へ，県の代
ICT 機器を設定するとともに，各課が連 に情報発信することができた。また，学 ンフレットを活用して 所等での実習も，担任の先 表校として複数名の役
携協力して学校案内パンフレットを作成 校案内パンフレットを学校見学や研修会 本校の取組をより分か 生が必要に応じて付き添っ 員が参加できるように
し，学校見学や研修会で配付する。 で活用することで，本校の教育活動につ りやすく情報発信する て手厚い指導をされており， 組織の活性化を図る。

いて周知することができた。 ことができた。 子どもが自分のことを客観
④ PTA 活動の一環として，事業所見学会 ④ 年度当初の計画どおり，事業所見学会 PTA 活動では，各委 的に見られるようになって ○ ホームページの更新
や茶話会の実施，PTA通信の発行，「親 to や茶話会を実施することにより，保護者 員会が中心となって， きた。 回数は，一昨年度が７
子 withみなと」を実施する。 の情報交換の場を設けたり，PTA 通信の 保護者の希望する活動 その結果，子どもの反応 ２回，昨年度が１５１

発行や「親 to 子 with みなと」を連携協 を計画・実行すること がこれまでと違い，自分で 回で今年度は１５５回
力して実施することができた。 ができ，保護者間の情 考えて動くようになった。 （３月２２日現在）で

報共有や，親子で楽し 保護者としても大変勉強に あった。今後とも，個
める機会を設けること なる。 人情報の保護に十分留
ができた。 意しながら積極的な情

報発信に努めたい。
【学校目標】 評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価

特別活動の推進 学校行事・生徒会活動・部活動 ① 部活動参加率７０％以上。 ① ７８％の生徒が部活動へ登録して活動 （評定）Ａ ゾーンとしての合同避難 ○ 主体的で充実した特
など望ましい集団活動を通して， した。 部活動における異年 訓練や野菜の収穫等を通し 別活動を実施するため
心豊かな人間の育成を図るととも ② 施設訪問・交流回数年間５０回以上。 ② 年間５４回（園芸で２４回，ビルメン 齢集団の活動や，地域 て乳児院の子どもやひのみ には，事前準備の時間
に，交流活動を推進し地域や人と テナンスで２１回，福祉サービスで９回） との交流活動を通し ね総合療育センター利用者 を多くとることが大切
人とのつながりを大切にする態度 実施した。 て，協調性や思いやり との交流の機会をつくって であるが，現場実習を
を養う。 ③ 地震・津波，火災避難訓練回数年間６ ③ 地震・津波想定避難訓練を４回，ゾー の精神を育むことがで いただき，大変ありがたい。 始め，様々な行事が設

回以上。 ン合同火災避難訓練を２回，全国一斉緊 きた。対人コミュニケ 車いすの方でも野菜の収 定されているため，活
① 部活動に参加することで，集 急地震速報行動訓練を２回，計８回避難 ーションスキルの獲得 穫を体験することができる 動の内容や時間の確保
団生活の決まりや礼儀を重ん 訓練を実施した。 においては実践・経験 ように，ひもを付けるなど に工夫が必要である。
じ，仲間と協力する態度を養う。 活動計画 活動計画の実施状況 値が多いほど向上する の配慮をしていただき，参

〔特別活動・保健課〕① ９種目の部活動に分かれて，毎週２日（火 ① 毎週２日の部活動に加えて，早朝練習 ものと思われるため， 加者も大変喜んでおり，次 ○ 様々な特性や実態の
木）実施し，可能な限り県総体や高文祭 や長期休業中に積極的に取り組むことに さらに充実した活動を 回を心待ちにしているので， 生徒に対応できる活動

② 地域の施設を訪問し，作業や に参加する。 より，県大会や全国大会にも参加・出品 計画していきたい。 今後ともぜひ継続していた の設定が求められるた
交流活動を通して奉仕の精神を し，入賞することができた。 異なる想定の避難訓 だきたい。 め，多くの教員の声を
養う。 ② 流通システム科の授業（環境園芸，ビ ② 地域の施設を訪問して奉仕活動を行っ 練を何度も実施するこ 参考に計画を立ててい
〔特別活動・保健課，教科担任〕 ルメンテナンス，福祉サービス）や部活 たり，学校に来ていただいて一緒に活動 とにより，落ち着いた きたい。

動で，地域の施設を訪問して，奉仕活動 することにより，奉仕の心を養うととも 避難行動がとれ，生徒
③ 安全で安心できる学校づくり を行ったり利用者と交流を図る。 に，社会性を高めることができた。 ・職員とも，防災に関
に務める。〔特別活動・保健課〕③ 毎回異なった想定の地震・津波避難訓 ③ 地震・津波避難訓練の内容を毎回変え する意識の向上や啓発

練や近隣施設（ハナミズキ・乳児院）と て実施したが，生徒は落ち着いて参加す ができた。
の合同火災避難訓練を実施する。 ることができた。また，近隣の保育園や

地域住民との合同訓練や全国一斉緊急地
震速報行動訓練にも参加した。


